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1　は　し　が　尊

貴乱肉資源として，肉専用種における廃用淘汰成確牛

及び乳用種と肉専用種との交雑による嘩牛の肥育利用が多

くなってきた。成雌肥育牛の養分摂取量，増体壷及び肉質

については黒肥地らt）の報告がある。しかし，枝肉におけ

る骨，赤肉，脂肪の割合及び可食肉生産歪の観点からの報

告は少なく，わずかに褐毛和種の肥育素牛状態における成

雌牛のそれらについて滝本ら2・3）の報告があるのみであろ。

ここでは，肉専用種及び乳用種と肉専用種との交雑種に

おける末経産肥育成雌牛の産肉特性について若干の知見を

得たので報告する。なお，可食肉虫調査に協力をいただい

た盛岡市食肉店主，小泉堂々男氏に謝意を表する。

2　供試牛及び調査方法

供試牛の条件及び枝肉重量は表1に示すとおりである。

供試年は25か月齢の黒毛和種（B種）3東及び28か月齢の

日本短角種（8）×ホルスタイン種（？）の交雑種（Nll種）

2頭の計5頭の成雌牛からなり，昭和鶉年5月7日から同

年10月8日までの154日間，濃厚飼料と牧乾草の飽食によ

る肥育試験を行った後，それらをと殺解体した。

表1　供試牛の条件及び枝肉重量

項 目

牛 N n

開 始 時 肥 育

終 了 時

体 重

1 日

当 た り

増 体 量

枝　 肉 枝　 肉 と　 殺

体　 重 重　 量 歩　 留 月　 齢

（毎 ） （吻 ） （毎 ） （毎 ） （％） （か 月 ）

も　 ー　 5 3 9 4 ．0 4 96 ．0 0 ．6 6 3 0 4 ．5 6 1 ．4 30 ．0

8　 －　 6 4 2 1 ．0 5 20 ．0 0 ．6 4 3 2 2 ．1 6 1 ．9 2 9 ．5

8　 － 10 4 8 0 ．0 6 0 0 ．0 0 ．7 8 3 4 6 ．4 5 7 ．7 2 9 ．5

平　 均 4 3 1．7 5 3 8 ．7 0 ．7 0 3 24 ．3 60 ．2 2 9 ．7

Ⅳ且 一4 8 55 3 ．0 7 1 1．0 1．0 3 4 27 ．4 6 0 ．1 3 4 ．5

N E －6 1 49 2．0 6 5 4 ．0 1 ．0 5 3 6 4 ．4 5 5 ．7 3 2 ．5

平　 均 5 2 2 ．5 6 8 2 ．5 1．0 4 3 9 5 ．9 58 ．0 3 3 ．5

B種及びNH種の肥育終了時体重と1日当たり増体量は

それぞれ538．7毎，0．70吻及び682．5軌1．04晦であっ

た。また，同様に．枝肉重量（冷）と枝肉歩留（冷と体重

／終了時体重）はそれぞれ324．2毎．60．2％及び395・9吼
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58．0％であった。

枝肉の調査は，袷と体の左半丸を枝肉の構成割合，同右

半丸を可食肉生産量の測定のために，それぞれ分けて，滝

本ら3）の方法によって行った。

3・結果及び考察

（1）解体成績及び枝肉の測尺値

各供式年の枝肉格付を示すと表2のとおりで，黒肥地らl）

が報告した経産牛普通肥育の成績にくらペ．肉のきめしま

りが不良であり．脂肪交雑はじゅうぷんでなかった。また，

NIi種はB種にくらペ．内包に難点がみられた。

次に，主なる枝肉測尺値を示すと表3のとおりである。

一般にNE種はB桂にくらべ，枝肉の良さと幅が大きく，

そのわりには厚さはうすい傾向が認められた。

蓑2　枝肉格付

項目

牛 Na

外　　　 観 肉　　　 質

均 称 肉づき
脂肪
付着

脂肪
交雑

き め
しまり

内包
脂肪の
色 ・質

B　－　 5 上 上 一 上 ＋0．5 中 上 上

8　－　 6 上 － 上 上－ 1．0 中 上 極上

B　－ 10 極上－極上－ 中＋ 0．5 中 上 極上

N H －48 上 － 上＋ 中＋ 1．3 中＋ 申＋ 極上

N H －61 上 － 上 上一 0．8 中 中 極上

表3　枝肉の測尺値　　　　　　　　　（用）

全長 1腿長 背長 胸巾 胸厚

・2 2 2 ．5 7 9 ．8 6 9 ．0 6 4 ．5 2 5 ．d 3 0 ．0

2 2 4 ．0 7 4 ．5 6 8 ．5 7 1．0 2 6 ．5 3 1 ．5

2 3 7 ．0 8 2 ．5 7 3 ．5 7 5 ．0 2 6 ．0 3 2 ．0

2 2 7 ．8 7 9 ．8 7 0 ．3 7 0 ．2 2 5 ．8 3 1 ．2

2 5 2 ．5 9 4 ．0 8 1．5 7 9 ．0 2 7 ．0 3 3 ．5

2 4 4 ．5 8 7 ．5 7 7 ．5 7 4 ．0 2 6 ．5 3 2 ．0

2 4 8 ．5 9 0 ．8 7 9 ．5 7 6 ．5 2 6 ．8 3 2 ．8

牛

（2I　枝肉の構成

枝肉の構成割合は表4に示すとおりである。左半丸重量

は8種162．2吻及びNE種196．6晦で，両種間に34．4毎の

差異が認められたが．枝肉中に占める軌赤肉，脂肪の構
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表4　枝肉の構成

牛 仙　 項 目 左半 丸 重量 骨 赤　　 肉 脂　　 肪

8　 －　 5 15 1．59 吻 16 ．53 毎 （10．9 ％） 89．27 吟 （58．9 ％） 42．50 吟 （28 ．0 ％）

も　 l　 b 16 1．62 16 ．77　 （10．4 ） 86．62　 （53．6 ） 55．43　 （34 ．3 ）

B　 － 10 1 73．50 19．13　 （11．0 ） 95．8 6　 （55．3 ） 54．70　 （3 1．5 ）

N E －48 2 12．34 2 2．92　 （10 ．8 ） 115．3 2　 （54．3 ） 68．32　 （32．2 ）

N E －6 1 18 0．79 2 2．27　 （12．3 ） 96．38　 （53．3 ） 57．48　 （31．8 ）

成割合では．牛個体の変動が大きく，それぞれ，両極間に

はっきりした差異は認められなかった。

全供式年の枝肉重量に対する骨．赤肉及び脂肪の構成割

合は，それぞれ11．1土0．7％，55．1士2．3％及び31．6土2．3

％（腎削脂肪を除く，26．8土2．5％）であった。品種は異

なるが梅本ら3）が褐毛和種経産肥育索年状態での枝肉構成

割合を調べた結果にくらべ，平均値で骨，3．7％の減，赤

表5　可食肉生産量

肉．4・6％の減及び脂肪（腎臓脂肪を除く）7．6％の増を示

している。このことから，成雌牛肥育では，素牛状態から

肥育によって，骨と赤肉の重量割合が減少し，相対的に脂

肪の割合が著しく増加することが推察される。

（3）可食肉生産量

右半丸における可食肉量と削除脂肪量及びそれらの枝肉

に対すろ重量割合は表5に示すとおりである。

牛 甑　 目 右半 丸 重 量 骨 可 食 肉 削除 脂 肪

8　 －　 5 15 2．9 1 均 1 7．4 0 毎 （ 11．4 ％） 10 8．2 7 吻 （70．8 ％） 25．3 7 時 （ 16．6 ％）

8　 －　 6 16 0．5 0 1 7．2 9　 （丑 8 ） 1 0 9．2 7　 （68．1 ） 3 1．2 7　 （ 19．5 ）

8　 － 10 1 7 2．9 0 19．9 1 （1 1．5 ） 1 1 3．9 8　 （65．9 ） 3 6．5 7　 （2 1．2 ）

N E －48 2 1 5．0 1 25．5 9　 （1 1，9 ） 14 6．6 7　 （68．2 ） 3 9．9 6　 （ 18．6 ）

N E －6 1 18 3．5 8 2 3．5 4　 （1 2．8 ） 1 19．8 2　 （65．3 ） 3 7．3 6　 （20．4 ）

骨の枝肉に対する重量割合は前述の左半丸での測定値に

くらペ，どの個体においても大きいのは．商業的に骨を分

離したため．骨に一部の脂肪．スジ類などが残っていたこ

とによる。

枝肉に対する可食肉生産量及び削除脂肪量は，いずれも

枝肉重量が大きかったNE種が8種より多く，それぞれ＋

22．7吻及び＋7．6晦であった。しかし，枝肉に対すろ可食

肉及び削除脂肪の重量割合は牛個体の変動が大きく，それ

らにおける両種間の差異は判然としなかった。枝肉に対す

る可食肉及び削除脂肪の重量割合は全平均で，それぞれ，

67．7士2．2％及び19．3士1．梢（腎剛旨肋を除く，14．‘士

1・9％）であった。品種は異なるが，滝本ら3）の褐毛和種

素牛状態でのデータにくらペ，肥育することによって，枝

肉重量に対すろ可食肉生産割合は7．3％の低下及び削除脂

肪の割合は9．川の増加をそれぞれ示している。このよう

に，成増肥育牛の枝肉では，精肉として．店頭で販売する

ために，余分な脂肪として取り除かれる削除脂肪の割合は

素牛状態から著しく増加することは注目されよう。

また，肥育終了時体重に対する可食肉生産割合は，全平

均で40．2土2．9％であり，はば滝本ら2）の褐毛和種成雌牛

の結果と一致していろ。

4　　む　　す　　び

未径産成雌牛肥育において．5か月間濃厚飼料と牧乾草

を飽食した場合．B種，NE種共に，脂肪の蓄積量が著し

く多く，枝肉重量に対する脂肪量は31．6％を占めていた。

また，それに伴って，精肉にするための削除脂肪割合は，

枝肉重量の19．3％に達し，そのわりに肉質は良好でなかっ

た。特に，未経産あるいは不妊牛のような成雌牛は肥育素

牛の状態でト既に脂肪の蓄積がかなりあることが推察され

るので，その肥育法は肥育期間を短くするか，あるいは，

良質な粗飼料を幾分多給して，濃厚飼料を制限給餌しなが

ら，ゆるやかに増休させていく方法を検討する必要があろ

う。
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